HITACHI 

Inspire the Next 


日立クッキングヒーター 

設置工事説明書 

HTW -4 DF (ブラックタイプ小ッブブレート幅 60 cm ) 
HTW -4 DFS (シルノ (ータイプ • トップブレート幅 60cm) 
HTW -4 WFS (シルバータイプ小ッカレ-卜幅 75cm) 


(システムキッチン用ビルトインタイプ） 


工事される方へのお願い 

•この設置工事説明軎は天ぶら鍋、取扱説明*、 
保証25とともに必ずお客様にお渡しください。 
•本体設匾時に、トッププレートや操作部ユニット 
を分解しないでください。 

•試運転を必ず行い、お客様へ正しい使い方を 
ご説明ください。 


安全のため必ずお守りください 


設 a をする前に、この設 s 工事説明書をよくお読みになり、正しく工事をしてください。 

ここに示した注意事項は、お使いになる人や他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために重要な内容ですの 
で，必ずお守りくださ“表示と惠妹は次のよう亿なっています， 


A 轚告 

この表示を無視して誤った取り扱いをする 
と、人が死亡または重傷を負う可能性が想 
定される内容を示しています。 

A 注意 

この表示を無視して誤つた取り扱いをする 
と、人が損害を負う可能性が想定される内 
容および物的損害のみの発生が想定される 
内容を示しています。 


」し 内容を示しています。 

絵表示の例 A .-V 

AS© 


この記号は注意(危険 • 醫告を含む）をこの記号は禁止の行為であることを告この記号は行為を強制したり指示する 
促す内容があることを告げるものです。けるものです。図の中や近傍に具体的内容を告げるものです。図の中や近傍 
図の中や近傍に具体的な注意内容が描な禁止内容が描かれています。に具体的な指示内容が描かれています。 
かれています。 


△警告 

設匾工事は、この r 設臛工事説明書」に従って 、 a 
確実に行う(プレーヵ-は「切 j にし坊ってくださぃ）聲質 

設置に不備があると、漏電 • 火災の原因 

電気配線工事は' 電気設備技術基準等関連 A 
する法令 • 規則等に従って必ず「法的有資 M 
格者」が行う 

接続 • 固定が不完全な場合は、漏電 • 火災の原因 

20 0V — 30A 以上の専用回路と漏電しゃ断 
器を設置する V 

この工事をしないと、配線部が異常発熱する恐れ 
があり、感電•火災の原因となります。 

アースエ事は' 電気設備技術基準等関連す A 
る法令 • 規則等に従って必ず「法的有資格胃 
者」による D 種接地工事を行う アース線 

アース線はガス管、水道曾、避雷針、電話のアース _ 
線に接続しないこと 
漏電時に感電の恐れ 

絶対に分解.修理.改造は行わない / q \ 

発火 -異常動作してけがをする恐れ 
k 分解禁止 


A 注意 

トツププレートに衝擊を加えない /CN 

万一ひびが入ったり割れると、週熱 • 異常動作 • Vs^y 
感電の原因 

カウンタートップの材料は、耐熱材料のもの 
を使ぅ V 

熱硬化樹脂化粧板 (JISK 690 3) またはこれと 
同等以上のもの 

耐熱性の低い材料を使用すると、変形 • 火災の原 
因になります。 

※ニス引きのちのは変色するため、使わないでください。 

試運転中は、トツプ プレー トや ロースター 
ドアなどの高温部に触れない 

やけどの恐れ 





















設置工事をされる方へのお願い 


•この商品は、適切な電気工事と設置がされていませんと性能が十分発揮できないばかりか、過熱などの危険が生じる場 
合がありますので、この設置工事説明書をよくお読みのうえ、適切な工事をお願い致します。 

必ず、システムキッチンなどに組込んでください。 

#電気工事は、必ず「電気工事士」の免許をお持ちの方が行ってください。 

•工事完了後は、必ず「工事完了後の確認」を行い、お客様へご説明ください。 

•付属品の確認をしてください。 



A お願い 

設置するときは、火災予防条例に基づき、 

必ず可燃物との離隔距離を守る 

離隔距離が近いと火災の原因 

プラグの刃および刃の取付面に、ほこりが 
付着していないことを確認し、ガタのない mm 
よう根元まで確実に差し込む 

ほこりが付着したり、接続が不完全な場合、感電 
や火災の原因 

j 

電源電線およびアース線は、プラグを外し 
て直結しない 1 >J 

^漏電やショートによる感電 • 発火の原因 


各部のなまス> 


本体 




左ヒーター (3.0kW) 

(JH ヒーター） 
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電気工事 


必ず®気工事士の免許をお持ちの方が行ってください。 


〈専用回路の設匾（単相200 V ) > 



•クッキングヒーター用のコンセントは規格で次のようなものが標準 S となっていますので、寧前にご確認の上,設■してくださ U 


器具の容置 幹嫌の太さ 

コンセントの形状 

30A 02.6mm 

(vj 明 i 20 0V 用(接地播付） 250V-30A 


設置場所の確認 


•火災予防条例、電気股儀技術基準第59条に従って股匿してください。 

•カウンタートップは热硬化樹脂化粧板 (JIS K 6903) と同等以上の耐熱性があるものを使用してください。 

ニス弓Iきのものは変色しますので使わないでください。 

•製品の金厲部がシステムキッチンの金屬部と接触する場合、建造物の壁中の金厲（メタルラスなど）とシステムキッチン 
の金属部を接触しないようにするか、または製品の金属部がシステムキッチンの金属部に接触しないように取り付けて 
ください。 

•製品は水平に設鼸して < ださい。 

♦製品は火災予防上、可燃物との間を図のように離して取り付けてください。 


■このクッキングヒーターは「消防法股■基準」に*づく拭験基準に適合 
しております。建築物の可燃物から図のように離して投■してください。 



はでぎるだけ広く (60cmW±) »けて) WML 摩 JMWJII が当たらないようにして 

<ださ U 


■左記寸法がとれない場合には、不燃材に 
よる防熱板を取り付けてください。 


可 lomUU:| 



rl 

i 




防熟板はこれナたとき,褫8期90^壁暹度が 
S3135TMW 1 0OT を■えない》«1性を灯る Ci. 





























































システムキッチンの加工寸法 （• mrrO 



•※し※之の寸法は製品寸法ですので、この部分への突起物がないよラにしてください。 

• •^•1 は標準仕様でキャビネット前面の開口寸法は 225 mm 対応となっておりますので、開口寸法が 240 mm 以上で隙間 
が生じた場合は、別売の下ルーノ(一をご使用ください。 

籲※3の寸法はカウンタートップの穴位 B の基準を示し、この範囲であれば設置できます《 

•※斗のカウンタートップの厚みは、 40 mm を基準としていますので、厚さが 30 mm の場合には、別売の JJ レーパーをご 
使用ください。 

•※斗が40 mm 以上の時は、上ルーノが接触するので設置できません。 
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製品寸法図 


トッププレー ト幅 60cm 
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設置前の準備 


※金属端面が多いため、けがをしないように注意してください。 


吸.排気カパー 



パネル操作部 


「股置工事をされる方へのお願い （2 ページ）」を 
参照し、付属品の確認をする 


j 吸•排気カバーを取り外す 


A パネル操作部を閉じる 

r ※パネル操作部が開いた状態で設置すると 
カウンタートップに当り、傷がついたり、 
故障の原因になります。 


J □ースタードア、受皿、焼網を取り外す 

•とってを持って引き出し、そのまま斜め上に引き上げる。 


必ずブレーカーをしゃ断して工事を行ってください。 



〇力 1 


カウンタートップに本体の前面を挿入してから 
:体をはめ込む 

•はめ込み時は、前面のパネル操作部をカウンタートップに 
当てないように注意してください。（傷がつく原因） 
•電源コードを本体底面とキャビネットの間に挟ま 
ないようご注意ください。 

•カウンタートップと本体のトッププレートのすき間 
が全周にないことを確認してください。 

癱トッププレートは外さないで<ださい。 

カウンタートッブが反つているなどですき間がある場 
合は別売のボウスイテープ ( HT 04 CB 031:メー 
力一希望小売価格525円（税抜500円、2004年 
7月現在））を用いすき間を塞いでください。 

(水浸入防止のため） 



※膨らみに乗り上げないよう、 

フラット部にセツトしてください。 


6 


















3 上ルーパーを取り付け、本体の位置を調整する 

參左右側面の差し込み口に、 JJ レーパーの突起部を差し込んでください。 

•プレートワクとカウンタートップの取付穴の距離が図 A の寸法となるよう本体の位置を調節してください。 

•上ルーノ（一とキャビネットの左右側面とのすき間が均一になるように本体位置を調節してください。 

參キャビネットの扉面と本体の前面が合うように、本体の位置を調節してください。 

•本体の位置を調節する場合は、本体を持ち上げて調節してください。本体を持ち上げないで位匾を調節すると、 
プレートワクの裏側のパツキンがはみ出る場合があります。 




カウンタートップの厚み 
が薄くて後固定金具が固 
定できない場合は当て木 
を添えてください。 


ネジをいつたんゆるめ、後固定金具を矢印方向に回転させて、 
ネジを確実に締め付ける。 

※締め付けトルクは80〜 90 N • cm とする。 

キャビネット 


トップブレート 


※後固定金具が持ち上がり、カウン 
タートツプに固定され、シール性 
が確保されます。 


5 吸•排気カパー、□ースタードア、受皿、焼網を 
取り付ける 

•吸_排気カパーを取り付けてください。 

參口ースタードア，受皿 • 焼網を取り付けてください。 


焼網 

□ースター KF 
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ロースタードアのテープ止めを外したか確認してください。 


ロースター康内、トッププレート上に梱包材がないか確認してください。 


アースエ事 （ D 種接地工事）をしましたか。 


漏電ブレーカーの設匾をしましたか。 


プラグを接続しましたか。 


①クッキングヒーター用の電源電圧が「単相200 V 」であることを必ず確認してください。 
(電圧異常の場合は{: &丨または d S を表示します） 


②電源スイッチをブザーが鳴るまで押してください。^ •電源ランプが点灯します。 


③各ヒーターまたは□ースターを「入 J にして、動作を確認してください。 

(1) 左•右ヒーター（1011ヒーター） 參前面操作部の左_右ヒーターの通電ラ 

鍋にコッブ1杯程度 （180 mL ) の水を入れ 、 L ンプとトッププレートの液晶表示が才 
匕一夕一の中央に置き、切/入キーを押した1 レンジとなり、火力「7」と表示します。 
後、中火キーを押してください。 f しばらくすると、お湯が沸とうします。 

※鍋を圃かないと通電しません。 


(2) 中央ヒーター（クイックラジェントヒーター) 

) (ネル操作部の中央 ヒーターの 切/入 キーを 
押した後 D キーを押してください。 

«□—スターとの同時使用は出来ません。 


❿前面操作部の中央ヒーター通電ランプ 
とトッププレートの火力表示ランプが点 
灯し、約4秒後にヒーターが赤熱します。 


(3) 口ースター 

J てネル 操作部の魚焼き キーを 4回押 し 手動を 
選び、□— スタースター ト/切 キーを 押して 
ください。 

※中央ヒーターとの同時使用は出来ません。 


•前面操作部のロースター通電ランプ、 
脱臭ランプと焼きかげんランプの「強」 
が点灯し、しばらくすると庫内が熱く 
なります。 


(4) すべてのヒーターと口ースターを停止 U ： ください。 
左•右ヒーター.中央ヒーターの切/入キー 
を押します。また□ースターのスタート/切 
キーを押して停止してください。 


►火力表示 • 通電ランプが消灯します。 
; 間によっては高温注意表示を 


i •火力我 
k (通電 時 P 
f します。 


※各ヒーターを停止後、約45分経週すると待機時消費電カオフ機能が働き、自動的に電源ランプが消灯 U 電源が切れます。 

♦確認終了後は必ず電源スイッチを押して電源を切つてください。 

翁試運転で付属の天ぶら鍋を使用する場合は、スポンジ等で水洗いしてから使用してください。 
また使用後は、水気を十分に切り、内側に軽く食用油をぬってください。 （さび防止のため） 


#日立アプライアンス株式会社 

〒105_8410東京都港区西新橋2—15—12霉括 （03)3502 —2111 


工事完了後の確認 


•通電 をする前に□—スター庫内、トッププレートの上に梱包材がないことを必ず確認してください。 
•設置工事終了後、次の手順で確認してください。 


描包材の 

取り外し 
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